


初は躊躇したが,世界の主要なウラン鉱床が亜炭

に伴うのは事実であり,また新しい開拓境界領域

であるので,思い切って取り組んでみることにし

た。そして亜炭とウランの熱水反応実験より,ウ

ランの固定の機構・速度論 。平衡論を調べた。そ

して,ウ ランの還元は亜炭の水酸基及び鎖状炭化

水素基の脱水素化によることを明らかにし, この

反応の反応次数,速度定数,活性化エネルギー,

自由エネルギー等を測定し,さ らに,単純な有機

物によるシミュレーション実験から同様なものを

求め,こ れらを比較し,天然の複雑な系を,単純

な官能基とウランの反応に着目することにより定

量的取扱ができることを示した。この時期には,

基本的には自分の考えのまま自由に研究を計画し

進めることができ,未知のものに挑む苦しみと興

奮と喜びを味わうことができた。これも,フ ラン

ス人の新しいもの変わったものを受け入れてくれ

る懐の深さによるものと感謝している。

この時代は生活費に大変苦労したが,周 りのフ

ランス人の友人達が謝金等を援助してくれたり,

またオルレアン大学理学部地球科学科の客員助手

のポストを 6ヶ 月まわしてくれたりしてくれた。

この時大学では一般地質学の講義と実習をフラン

ス語で行った訳である。

上記の仕事でフランス国家理学博士号を取得し

日本に帰国してからは,ま ず日本原子力研究所

(原研)環境安全研究部に 6年間勤めた。ここで

は,放射性廃棄物の地層内処分の安全性評価のた

めの基礎研究として,地球表層での物質移動の定

量化を行った。海底堆積物中での物質の拡散係数

の測定,海底土中での重金属と有機物の相互作用

の研究,様々な岩石の間隙水中のイオンの拡散係

数と有効間隙率の源l定等である。また岩石中の物

質移動経路の形状を定量化するため,花聞岩中の

微小割れ目の分布を,1次元 (方向依存)フ ラク

タル幾何学的解析を行った。その結果,花自岩中

には,ま っすぐで連続性のよい割れ日と,細 くて

ぐねぐねしたそれとがあり,それらのフラクタル

次元の上ヒから,こ の 2つの経路の屈曲度の比を表

現することができた。原研では,自分の分野や経

歴に関係なく,物質移動を定量的に研究するため

にはいかなる手段を用いても良かったこと力`,今

日の自分の研究スタイルを決めていると思う。

原研ではまた,顕微鏡下の岩石薄片や研磨片に

おいて物質の化学形態を分析する新しい手段とし

て,顕微可視・赤外分光法を開発し,岩石中の水,

鉄,ウ ラン,有機物等の化学形態を最小数ミクロ

ン領域で非破壊で分析する事を可能にした。この

ような装置の試作開発に数千万円獲得できたこと

は,現在文部省の科学研究費でも得られるレベル

の装置にまでコンパクト化低価格化できたことの ●
伏線として大きな意義がある。

一昨年 4月 に秋田大学鉱山学部資源地学研究施

設に移ってからは,上記の顕微分光法を,最古の

岩石中の水と有機物,変形岩や変成岩中の水の分

布,マグマ中の水,マ ントル中の水,隕石や宇宙

塵中の有機物と含水鉱物,堆積物 。堆積岩中の花

粉や有機物,考古学的試料,各種材料等幅広い分

野に適用を開始している。さらに,岩石や堆積物

の色を簡便迅速に定量的に測定し表現する分光測

色法を開発し,海底堆積物中の酸化還元境界や岩

石の風化・変質フロント等のキャラクタリゼーショ

ンを可能にし,ま た現在ではこれを幅広い岩石試

料に適用し、色のデータベースを構築し,野外調

覇権圭榎翼熙輩I警『
定量的記載及び分析●|

そして,昨年 8月 から東大に転任してきた訳で

あるが,こ れまでの研究の種をじっくり育てて花

開かせ,地球惑星における物質循環特に水,有機

物,鉄,ウラン等の重金属の地球化学リサイクル

を構築したいと思っている。またこちらでは,冷

却したガラスではなく溶融したマグマの構造のそ

の場分光測定や,可視 。近赤外光フィールドジオ

センサー,岩石の構造や組織の画像解析と定量的

表現手法等についても着手したいと思っている。
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朝起きがけに新間を取ろうとして玄関を開けた

ら冬の朝の匂いがした。煙まじりの朝もやが自く,

ピリリとさす寒さのなかに僅かばかりに肌で感じ

たのは,水蒸気の匂いだと思う。目を閉じたら,
遠い音の冬の朝の光景がまぶたの裏にひろがった。

ああ,日本に帰って来たんだなとその時初めてし

みじみと思った。

足掛け九年ヨーロッパで暮らしてこの夏のおわ

りに帰国した。舞い降りた途端に,暑さの名残が

身体中の汗を絞り出し,忘れていた夏の感覚を甦

FO らせた。久しぶりに聞く蝉の声。青空に一刷毛掃
いた白い雲。歳時記の中の季語のひとつひとつが

再び生きた言葉となって帰ってきた。同時に覚え

た言いようのない不安。おそらく外国がえりの誰

もが味わう,あの捉えようのない感情がこの身を

包んだ。失うことの悲しみとこれから取り戻すこ

との喜び。そのふたつが混ぜ合わさった複雑な気

分の中で,こ れから暫 くはどこかに身を隠したい。

そんなことを考えた。もちろん,そんな馬鹿な願

いの許されるはずもなく,それ以来忙しいままに

短い秋も過ぎた。ところが,今朝,玄関の戸を開

けて外に漂う冬の匂いに出会った時に,突然,そ
のままヨーロッパでの暮らしが遥か遠い彼方の出

肩肘はらずとも

有 本 信 雄 (理学部天文学教育研究センター)

来事になった。日本での生活もそれなりに捨てた

もんじゃないと思う。

ヨーロッパの思い出で印象深いのは働 く女たち

だ。ヨーロッパといっても暮らしていたのはフラ

ンス,イ ギリス, ドイツの三カ国で,パ リ,ダー

ラム,ハイデルベルグにそれぞれ三年を過ごした。

なかでも記憶に残るのは,フ ランスで出会った天

文学者たち。その頃,フ ランス語は言うに及ばず,

英語すらろくに話せなかった東洋からの異邦人を,

手とり足とり朝から晩まで面倒を見てくれたG

女史。既に還暦を向かえていたかと思う。オース

トリア系のイタリア人で,同業のフランス人のご

主人がイタリアに留学した時に恋に落ちて,その

ままパリに二人で移り住んだ。英仏独伊語に堪能。

いずれも毎日の暮らしのなかで身に付けたもので,

とりたてて学習したのではないと言う。その G

女史はいつも「科学は英語で考えなさい。私は日

本語は知らないが,科学的な論理を組み立てるに

はフランス語よりもはるかに英語の言語構造の方

が適しています。だから,天文学の仕事をしてい

る時は常に英語で物を考えなさい。」と私に言い

きかせた。この話しを他のフランス人にすると,

当然のことながら大抵の人は同意しない。ちょう

どその頃アメリカ在住の利根川博士がノーベル賞

を授賞され,そのインタビューのなかで G女史
と同じことをおっしゃっていた。さっそく翌日の

新聞記事のその箇所に赤線を引いて部屋に現れ,

「ほらね,日本人の偉い先生もこう言ってるよ。」

と実に嬉しそうな顔をした。G女史は年下のハン

サムなご主人のハートを射止めたのがたいそうな

自慢らしく,手頃な人数を招待しての夕食の席上

どんな話題でも必ず,「ねえ,あなたはどう思う。」
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とやっていた。ある時それに業をにやした同年配

の女性客がいきなり女史のご主人の膝にのり,抱

きついたまま離れなくなってしまった。あの時の

G女史の顔は忘れられない。

G女史の世代の天文学者はご主人もやはり天文

学者というカップルが多いようだ。Sさ ん夫婦。

二人とも同じ分野の専攻で,研究室は隣どうし,

連名で論文を書き,観測に行 くのも;!学会に出席

するのも, もちろん家庭でも,一年中一緒に過ご

す。G女史が言うには,「私のところはS夫婦よ

りはましです。少なくとも職場は別々ですから。J

なるほどそうかとも思う。イギリスではこういう

カップルを,男の眼からみた皮肉なニュアンスを

込めて,あいつは実験室で嫁さんを見つけたと言

う。伴侶を探す手間をおしんで昼夜研究にあけく

れ,気がついたら同じように実験室の片隅で研究

に没頭していた彼女と結婚していたという意味ら

しい。フランスではそんなことは言わない。女性

が研究と家庭を両立するにはもっともな選択のひ

とつだ。その頃それを理解する男がフランスには

沢山いて,イ ギリスには今も昔もほとんどいない

ということだろう。ついでに言えば, ドイツでは

Sさ んたちのようなカップルはまず考えられない。

そもそも女性の天文学者は皆無に近い。なぜかと

尋ねたら,そ の数少ないドイツの女性天文学者が

天文学者の社会的地位の低さが原因だと答えた。

もし女性に社会的地位の高い職業に進出する傾

向があるのなら,フ ランスでの天文学者の地位は

相当に高いらしい。それほどに彼の地では女性の

天文学者が多い。確かな数字は知らないが,幾人

かに聞いたところでは,三・四割を超えるのでは

ないかと言う。特に四十代後半の五月革命の世代

には圧倒的に女性が多い。それも皆同世代の男を

押し退けて要職に付いている。フランスの天文学

はこの世代の女性たちが担っているといっても良

いかも知れない。ごく僅かの例外を除いては皆普

通に結婚している。配偶者が同業の学者というの

は稀で,従って,ご主人を紹介されるのは家庭に

招かれての食事の席でのことが多い。おとなしく

控え目なタイプの男たちだったように思う。私の

研究の良き協力者であり,かつ,ラ イバルであっ

た Bさ ん,Cさ ん,Dさ ん他,皆一様に精力的
な研究者であり,素敵な女性たちだ。ところが,

互いに仲がひどく悪い。学会では足を引っ張り,

職場でも聞こえよがしに悪口を言う。業績で他人

を凌ぎ,女であるということでも負けまいとする。

両雄ならず,両雌ならび立たずというのがこの世

代のフランスの女たちらしい。

もう一世代若い,つ まり,私 と同年代の俳句好

きの Fがある日二人で食事をしていた時に,「私

は絶対に結婚はしない」と言いだした。その頃

Fは男と同棲していて,その男の児を身籠もって

いた。なぜ, と聞くと,「結婚すればいつかは離

婚する。そのとき相手の男は慰謝料を払わなけれ

ばならなくなる。」と答えた。どういう意味なの

か今でも良く分からない。また,こ うも言った。

「私の男友達で離婚してまた結婚した奴がいる。

彼は馬鹿よ。」ただ,お よそ十年後の今も,Fは
同じ男と娘と二人で暮らしている。今度会ったら

籍は入れたのかと聞いてみたい気もする。

もっと若いまだ二十代のPに Fの話しをした。

Pは戦争中に逃げてきたロシア系ポーランド人の

移民の娘で,パ リで生まれた。フランスに流れて

きた移民の第二世代に良く見られる,成功したい

という野心に満ち満ちている。そのPは Fの言

葉に理解を示さなかった。好きな男ができれば結

婚するのが当然だとPは言う。Pも 勿論同棲し

ている。今の相手が四人目だと言う。好きで,尊

敬できて,趣味が共通で,余暇を一緒に過ごせる

相手を探していたと言う。今のボーイフレンドと

結婚するのかと尋ねたら,籍は入れないが結婚は

していると答えた。だから,彼を夫と呼べと強要

した。Fと Pでは結婚の意味合いが少し違う。
Pの結婚は社会的な制度にこだわらない純粋に個

●

●
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人甑 心動 なも|のらしし、 そ●Pがドイツに
1動を亀 破女の Dq‐ガィギリスに野 ること
ばなったらi,ゅ だした。麟飩て佳むと「橋
靖J躙 できなをヽと言う。他縫唯鞠認薦軸れるか
もしれないフ心配だと言う。どう躊 るのかと

息っていたら,その纂風1の便りにPが需達入れ
|たと問いた|・ P鰹割分⑩朧醐劃 響守る為資社会
のしきたりに国罐ドつた9P輌埼ひしをそつ次の世代
.O爆たちに|した.うどんな反応が帰ってくるのだろ

うか。1聞いてみた燎ゝ

一 ll.一



7月 1日付けで化学教室の助教授に着任しまし

た。本紙に寄稿する機会を与えていただいた折り

に,私の行ってきた研究を通して自己紹介をさせ

ていただきたいと思います。

私は化学の範疇で方法論の開発,確度,感度 ,

精度などの問題を扱う分析化学を専門としていま

す。分析 “科学"と して位置づける人もおります

が,私個人は“化学"に こだわりたいと思つてい

ます。現在の私の興味の中心になっている研究の

テーマは,生体膜における transmembrane sig―

nallingの 基本様式である能動輸送,イ オンチャ

ンネル現象をモデルとした新しい原理の化学セン

シング法の開発であります。実際に生体系でその

ような機能をつかさどっている膜蛋白質や類似の

機能を示す人工の物質認識素子 (レセプター)を

用いて,それらを生体膜に類似した脂質三分子膜

や Lallgmuir‐ Blodgett膜中に埋め込んで,溶液

中のイオン,分子を高感度かつ選択的に検出でき

る新しい膜化学系を開発することに興味を持って

います。

分析化学の方法の中で,液/液,気/液,固/
液界面などの異なる二つの相からなる界面は,物

質を選択的に認識するために極めて重要な役割を

担つています。例えば,物質の分離に用いる溶媒

菅 原 正 雄 (化学教室)

抽出は,二相間に物質が異なる割合で分配する現

象を扱いますし,ク ロマトグラフィーとよばれる

分離法も同様です。私が最も関心を持っている,

物質を化学的に検知するセンシングの分野におい

ても,セ ンサー (電極)界面において,物質の認

琲去漏撃負籍繁1易醤曾荼RTTξ 警Fl襲[] |ロ
決めているといってもよいでしょう。

上述のように物質を認識する場である相界面は,

分析化学の様々な方法の中に登場します。従来,

それらは熱力学な観点に基づいて,形態あるいは

性質の異なる相と相の接する界面として見なされ

てきました。物質の認識とそれに引き続いて起こ

る情報の変換の場である界面を,分子ないし原子

まで見ることのできる微視的な目でみて,物質の

分離や検知に役立てることは比較的最近に始めら

れたことです。私が今用いている平面状の脂質二

分子膜や LB膜は分子のレベルでイオンや分子の

認識を議論することが可能な膜でありますが,分

析化学の分野で定着したものではありません。こ

のような膜を用いて物質を検知する例は極めて少 ● |
ないといってよいでしょう。これらの膜を様々な

実例を通して分析化学の中に定着させていくこと

はこれからの課題であります。

生体膜における物質の認識,情報変換,増幅の

機構を,イ オン,分子を認識するための理想的な

モデルとしてとらえることは,バイオミメテック

なアプローチを志向する人々の共通の概念であり

ます。それによって分子認識化学の著しい進展が

もたらされました。生体膜では,認識に引き続い

て,情報の変換 (増幅)が行われ,い わゆる
transmembrane signalling(膜 の片側から反対側

への信号の伝達)が起こります。これは,化学セ

着任にあたって
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ポーラログラフィーは古典的な方法になっていま

すが,そ の方法の原理には今日でも教育的に価値

のある内容を含んでいると思っています。それは,

液体電極の界面において生起する拡散・対流によ

る物質の移動とFaradyの法則を基礎 とする電気

分解 という二つの基本的,かつ古典的現象が, も

のの見事に,理論的及び実験的にほぼ完全に解明

されているからであります。このようなポーラロ

グラフィーを通じて,私が電気化学的手法を学べ

たことは幸運であったと思っています。ポーラロ

グラフィーの研究を始めたことがきっかけとなり,

ンシングの原理そのものであるといえます。この

ような機能を備えた生体膜の界面で起こる化学反

応を人工的に再構成できれば,イ オン,分子に対

する優れた認識,情報変換能を持つ膜界面を創製

できると思われます。

私は,北海道大学理学部を卒業後,同大学の大

学院化学専攻に進学し,博士課程に進学後一年次

で退学し,助手として勤務することになりました。

その当時の研究のテーマは,反対電荷を持つ二つ

のイオンの会合体を溶媒抽出する方法に関するも

のであり,静電的な相互作用によって会合するこ

とにより生成した電気的に中性な溶質が水相から

有機相のバルクヘ分配される現象を原理として,

イオンを検知するための新しい分析法を組み立て

るものでした。溶媒抽出を用いる分析法の開発が

私の研究者としてのスタートであったことが,約
20年後の今も,液/液界面に関する研究に強い

関心を持ち続けることになりました。その例とし

て,溶質が電荷中性則に基づいて溶媒抽出される

場合と液/液界面で溶質の電荷が分離される場合

はどのように相関しているかを調べる研究や,水

/有機溶媒/水から構成される膜を通して,物質

がその濃度勾配に逆らって移動するuphin輸送

に関する研究を挙げることができます。

その後,恩師の進めもあって電気化学の手法を

用いる分析法 (特にポーラログラフィー)に 目を

1979～ 1980年秋の一年半にわたり西 ドイツの原

子核研究所で海水中の毒性痕跡金属元素をポーラ

ログラフィーから発展した新しい手法を用いて形

態別に分別する研究をする機会を得ました。丁度

その頃は,ポーラログラフィーがルネッサンスを

迎えた時期でありました。それは,公害が社会間

題として大きく取り上げられる様になって,高感

度な分析法が必要となり,ポーラログラフィーの

新しい手法がその一つとして評価されたためであ

ります。私が滞在した研究所でも,海水,雨水等

の天然水中の毒性金属元素の分析が行われていて,

各地から送られてくるサンプルの分析に日夜追わ

れている状況でした。それまで理学部の研究室で

基礎研究に携わっていた私にとって,分析法が実

際に応用される現場を経験したことは,分析化学

の基本的課題である確度,感度,精度の問題,基

礎研究と応用研究のあり方を考えさせられること

になり,有意義な研究生活となりました。

その後,電気分析化学をバックグラウンドとし

て最初に述べた研究に徐々に移行していくことに

なりますが,それまでの研究の内容を振り返って

みれば,いずれも分析化学の伝統的な分類に基づ

く方法論の枠組みの中で研究をしてきたことにな

ります。その多くは,二相界面が関わっている方

法を扱っていました。現在は生体膜に類似した機

能を持つ膜を創製することに関心を持っています

が,こ れらの膜もまた,その膜界面を物質認識,

情報変換の場として分子レベルの目で設計するこ

とが基も重要な課題となります。そのためには,

分子認識化学,膜化学,生化学等の分野を学ぶこ

とも必要になります。

私が今所属する本学化学教室に生7//J化学を専攻

する研究室がないことは驚きの一つでした。ちな

みに北海道大学理学部化学科は無機化学,物理化

学,分析化学,生物化学,及び有機化学 (2講座)

の 6講座から構成されていました。それよりも研

究室数が多いにもかかわらず,生物化学的なもの

の見方を学ばずに卒業する学生がいることは残念

な気がします。広領域にまたがる学際的な研究が
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より必要になってきている今日 , 異なる視点を
持つ研究者が共存して,お互いに刺激を与え会う

ことは得るものが多いのも事実と思われます。私

の研究も異なる分野の人々の協力を必要とします。

どうぞよろしくお願い致します。

8月 1日付けで動物学教室に赴任いたしました。

とりあえず自己紹介をさせていただきます。

昭和 46年基礎科学科を卒業後,名古屋大学理

学部分子生物学研究施設の大学院に進学,同所

(分子生物学科)で助手,助教授をつとめました。

東京は21年ぶり,本郷は初めて過ごすことにな

ります。

私が動物学教室に転任すると言うと,多 くの同

僚,先輩が不思議がりました。それももっともで,

私はこれまで動物学を学んだことがないのです。

卒業研究で動物出身の丸山工作先生についてウサ

ギの筋肉蛋白質の扱いを習ったところまでは一応

それらしいのですが,名古屋の研究室では物理出

身の朝倉昌先生に指導をうけ,研究材料もサルモ

ネラ菌に退化してしまいました。その後クラミド

モナスという単細胞生物を使って独自に純生物学

的な仕事を始めましたが,その材料は葉緑体をもっ

ているので植物に分類されると同時に,鞭毛虫類
として動物にも分類されるという,境界的生物で

す。

神 谷  律

私はもともと生き物が運動をする機構を研究し

たいと思って生物学を志望しました。筋肉が収縮

することも細菌が泳ぐことも等しく不思議でした

ので,な るべく単純な材料を使ってユニークな研

究をしているところと考えて,細菌鞭毛を研究す

る目的で名古屋大学大学院に進学しました。当時,

細菌の鞭毛繊維は相転移をくりかえすことによっ

てらせん波を伝播する運動装置であるという説が

朝倉先生によって提案されており,それがたいへ

ん魅力的だったのです。細菌鞭毛繊維は蛋白質一

種類の重合体で,こ れほど単純な運動器官はない

と思われました。幸い,在学中にらせん形の鞭毛

繊維が環境条件の変化に応じて可逆的に左巻きか

ら右巻きに多型転移するという派手な現象を発見

し,研究に夢中になる体験をしました。朝倉説の

証拠が得られたと思つたのです。しかし,ほ とん

ど同時に,米国の研究者から細菌鞭毛の運動は鞭

毛根元のモーター様器官が回転するからであると

いう証拠が出され,私の見ていたものは興味深い

現象ではあるが運動の発生機構そのものではない,

と結論せざるを得なくなりました。

当然ながらひどくがっかりして,し ばらく何を

やるべきか迷う時期が続きました。細菌鞭毛のモー

ターはたいへん小さなもので,しかも取扱いの難

しい膜蛋白質の集合体ですから,やる気が起こり

ませんでした。結局次に選んだものは真核生物の

鞭毛 (繊毛)です。これは細菌のものと同じ鞭毛
の名前で呼ばれていますが,それとはまったく無

関係の細胞器官です。細い毛のような運動装置で,

新 任 の 弁

△

ワ

▲
▼
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屈曲波を根元から先端にむけて伝播するという運

動をします。原生動物や精子が泳いだり, ヒトの

気管が異物の進入を防いだりするのは,こ の働き

によっています。興味深いことは,ほ とんどの生

物の鞭毛が微小管 (蛋自質重合体)9本が円筒状
に配列した奇妙な内部構造を持ち,その構造が進

化を通じてほとんど変化していないことです。そ

の微小管の上にはダイエンと呼ばれる蛋自質集合

体が一定間隔で結合しており,こ れが化学反応と

共役して隣の微小管との間に周期的な滑り運動を

起こすことが運動の基本であることがわかってい

o」 薫あ緩彙嘗Lttil胚琥環 f:li[二 郎81L
曲波を発生しているのかは謎です。私はこの運動

装置がどういう理屈で動いてきるのかを調べたい

と思いました。細菌鞭毛モーターよりは,少 しは

扱いやすそうです。

そう思ってテーマを変えて約 10年たちます。

謎はなかなか明らかにはなりませんが,と きどき

割におもしろい小発見があるのが救いです。今痛

感するのは,生体機能の機構の研究には,学問の

枠組みを超えた様々なアプローチが必要だという

ことです。生体機能の何に着目してどのような実

験を行うかを決める上で,生物学的な知識とセン

スが重要であることはもちろんですが,「メカニ

ズム」をつきつめようとすると,生物学的諸技術

● [[1[曹ζIF霧冒『勇λ侃重警iITぜF]
ず真核生物の鞭毛は 200種以上の蛋白質からなる

非常に複雑なものなので,突然変異体を使うこと

が強力な研究手段になります。私がクラミドモナ

スを使っているのは,こ の生物は鞭毛を持ってい

るうえに突然変異体をとることが容易だからです。

しかし,突然変異体を使うにしても,その変異し

た構造の解析には生化学,分子生物学が必要です。

さらに,特に運動機能の研究では,化学エネルギー

がいかにして力学エネルギーに変換されるかとい

うむずかしい問題を含みますから,ご く小さな対

象の微小な化学的,物理的変化を測定する技術が

要求されます。そのような目的には市販の装置を

使うだけでは間に合わないことが多いので,結局

装置の開発自体も研究課題の大きな部分になって

きます。

私が赴任した動物学教室生理学研究室は, もと

もと生体膜の興奮性や生体運動の機構の研究で有

名です。特に,微小管が滑る際の力をごく細いガ
ラス針のたわみで測定するといった,微小操作技

術を駆使した研究を最も得意としてきました。着

任にあたって,こ れからこの研究室の方向をどう

したらよいか考え続けています。ここで培われて

きた生物学的考え方と技術を維持していくことは

もちろん重要ですが,一方で,最近大発展を遂げ

ている真核生物の分子生物学とも無縁であっては

ならないでしょう。分子生物学的な手法をも取り

入れた,新しい生理学的研究をめざしたいと思い

ます。漠然と思うのは,「機構の解明」という共

通目標を掲げたうえで,多様な経験を持ったメン

バーが集まり,それぞれが個性的な研究を行うの

がよいのではないか, ということです。多様なア

プローチが必要とされる生物学は多くの切リロを

もっていますから,研究者が個性を発揮するのに

好ましい学問です。メンバーそれぞれの個性の結

果として,グループの個性が出てくることを期待
しています。

私にとって,動物学教室に赴任して何よりあり
がたいのは,多 くの生物に接し,生物学を広く学
ぶ機会ができたことです。これによって私自身の

研究の自由度も大いに広がりそうです。ただ,ひ
さしぶりの東京は予想以上に混雑している都会で,

通勤だけでも名古屋とは比べものにならない大変

さであることがわかりました。研究の可能性を目

の当たりにしながらそれを行う時間とエネルギー

がない, という事態にならないことを念じていま

す。
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理学部における外国人留学生事情

我々にとって今日ほど「国際交流」という言葉

が身近になり,かつ重要な意味をもつ時代はかつ

てなかったと思います。大学レベルでも様々な国

際交流活動が活発に行われていることは改めてと

りあげるまでもありません。その中で大学の教育

面における主たる国際交流活動は留学生の受け入

れや送り出しであり,特に諸外国から我が国へ留

学生として訪れる者の数が急激に増加している近

年,こ れらの留学生を受け入れる側としての東京

大学の役割と責任が益々大きなものとなっていま

す。

現在,理学部に 3名 と理学系研究科に 129名の

外国人留学生が在籍しています。この数字が示す

ように大多数の外国人留学生は大学院生または大

学院入学に備えている研究生であり,東京大学に

在籍する全留学生の約 8%に相当します。本研究

科における外国人留学生数の推移を過去 10年間

で見ると,昭和 60年までは約 50名前後で一定し

ていましたが,それ以後は在籍学生数が急激に増

加して,最近の 7年間で 2.5倍 になりました。こ

の急激な外国人留学生数増加を専攻別に比較する

と,昭和 61年から平成 1年 までは情報,物理,
地球物理,化学,地質学の各専攻での増加が目立

ち,後半では生物化学,動物など生物系の専攻で

著しい増力日が見られました。このような留学生数

の急増に対処して,平成 2年 4月 には本学部 1号

館に国際交流室が設置されました。国際交流室が

設けられた本来の目的は,留学生が快適な留学生

生活を送ることができるように,主 として生活面

での助言や問題点の解決等の活動に利用すること

にありました。現在は,こ れらの他に本研究科ヘ

の入学に関する海外からの問い合わせや入学願書

理学部国際交流室

局 橋 孝 行 (理学部国際交流室)

請求に対する対応,入学希望者に適切な情報を提

供するための各専攻の指導教官への研究案内 (英

文)提出の依頼,日本語と英語教材の貸出し等を

行っています。国際交流室設置から2年半が経過

し,上述のような諸事項がほぼ日常的な活動とし

て定着した現在,本学部の外国人留学生に対する

対応がようやく形のあるものとして機能しはじめ 0)
た状態といえます。さて、私が直接留学生と接し

てきたこれまでの経験から本学部と本研究科に在

籍する留学生が抱える問題について述べてみます。

本研究科における外国人留学生数の急増が最近

の 7年間で認められたことについては,すでに述

べましたが,これは「21世紀留学生 10万人計画」

を推進する日本政府の政策に呼応するものです。

日本全体で見るとこの計画は予想以上のペースで

進行しているとのことです。しかし現在これに伴

う様々な問題が現われてきており,その中で今後

の大きな課題として受け入れ体制の整備と留学生

の生活条件の充実が挙げられています。これらは,

まさに本研究科における課題でもあることは言う

]Fl彙 書員』
gh,電

詈借夏言:分1[il[ ●
|

んが,受け入れ後の責任ある教育と研究指導のた

めには,定員数を定めるべき時期にきていると思
います。指導教官の増員や各研究室の狭除さの改

善がほとんどないままに,最近になって日本人大

学院学生の定員増があったことを考慮すると,現

在の留学生数がほぼ限界に達しているのではない

かと思われます。先に述べた外国人留学生数の急

激な増カロも平成 1年度までであり,平成 2年度以

後は鈍化しほぼ横ばいで推移しているのは、こう

した状況を反映しているのかも知れません。今後

は益々本研究科における留学生教育の責任は重く
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●

なると予想されますが,無制限な受け入れに陥ら
ぬように各専攻毎の留学生に対する教育能力を見

極め,適切な留学生受け入れ数がどの程度である

かを検討する必要があります。

ところで外国人留学生にとって住居費や物価の

高い日本での留学生生活は大変厳しいものであり,

特に本研究科に所属する全留学生の2/3を 占め
る私費留学生の生活環境の厳しさは深刻な問題で

す。

国費留学生への採用枠が極めて少ないため,私
費留学生として入学した場合は国費留学生となる

チャンスはほとんどないといっても過言ではあり

ません。わずかに残されたチャンスは,い くつか

の財団法人による奨学金の支給を受けることです

が,こ れらの絶対数も極めて少ないのが実情です。

安い民間アパートに居住しても1カ 月の最低生活

費が 8～9万円となる東京で,アルバイトに追わ

れながら研究を続けなければならない私費留学生

の救済は急務です。私費留学生に対する奨学制度

を充実させ,国費留学生との生活の格差を少しで

も解消する必要があります。日本とアメリカの奨

学生について違うところは,日本が国費留学生に

与えている奨学金の額が,ア メリカのそれに比較

してかなり多いのですがチャンスが少ないとされ

ています。アメリカでは奨学金を出す団体がたく

さんあり,特に理工系の学生はチャンスが多いと

いうことです。現在の国費留学生への奨学金支給

額を減じて,よ り多くの留学生にチャンスを与え

るというのも一つの方法ではないかと考えます。

また本学の留学生のうち希望する者には安い宿舎 ,

学生寮を提供し「住Jの問題を解決することも留

学生の生活条件の改善にとっては大きな助けとな

るはずです。

外国人留学生が本研究科の正規課程 (修士また

は博士課程)へ進学するのに先だって,外国人研

究生という身分で半年間ないし1年間を過ごさな

ければなりません。この外国人研究生制度は日本

の主要大学で採用されている特殊な制度といえる

ものです。本研究科において,こ の制度は正規課

程入学後に受講しなければならない日本語による

講義を十分理解できるような日本語能力を身につ

けるための語学習得期間としての性格を持ってい

ます。日本の大学院で学ぶ以上,日本語の習得は

当然であり,世界の言語としてはマイナーである

日本語に接する機会にほとんど恵まれずに来日し

た外国人留学生に日本語教育の機会を与えること

は重要といえます。しかしながら,現在ではこの

制度は外国人研究生が大学院入試の受験に備える

期間としての性格が主となっているようです。確

かに,外国人研究生から正規課程大学院生となっ

た者の日本語能力のレベルは様々であり,進学に

際しては日本語能力の有無がさほど大きな評価項

目には加えられていないのが実情と思われます。

身近にいる外国人留学生を見ると,研究生から正

規課程の大学院生になった当時は日本語に不慣れ

であっても,課程修了時にはほとんど全ての外国

人留学生が満足すべきレベルの日本語能力をもつ

ようになっています。このことは進学時の外国人

留学生の日本語能力の有無に必ずしも神経質にな

る必要はないことを示唆しています。日本の外国

人研究生制度は,学割証の発行と授業料免除を受

けることができない等の問題があり,遠来の外国

人にとって時間と金銭を無駄にする期間との批判

があります。このように外国人留学生に不利益の

多いこの制度を採用しなければならない理由は,

受け入れる側として,応募した外国人学生を直接

大学院正規課程に入学することを許可してよいか

否かを判断する基準がない点にあると思われます。

本研究科に留学を希望する外国人学生の能力を客

観的に見る尺度があれば,外国人研究生制度は廃

止してもよいのではないでしょうか。その意味で

生物化学専攻がGRE(米国において大学院生選
抜に参考資料として採用されている適性能カテス

ト)の利用を試行しているのは新しい動きとして

注目されます。

国際交流室には「留学生担当者の手引」という

本があります。その題名が示しますように,留学

生と関わりをもつ者には大変役立つ情報を提供し
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てくれる本ですが,先日久しぶりにこの本を手に

とり,“留学生担当者の心得"の項に目を通しま

した。そこには全部で 18の心得が書かれてあり

ました。それらの基本にあるものは,結局は留学

生の身になって考えるという点にあると私なりに

解釈しました。現在の留学生教育がこれで良いの

かと考え始めると,上述した様々な問題が残され

私は九年前に中国,上海市より日本にやって参

りました。高校卒業後,上海の復旦大学に半年程

在学してから,日本に来ました。今年の秋,短期

間ではありましたがもうひとつの母校である復旦

大学を訪ねる機会を得ました。プラタナスの並木

通 り,赤い煉瓦の校舎,静かな図書館,広い芝
生……すべてが懐かしかったです。

東京大学が復旦大学と二年前に兄弟校に結成さ

れましたので,今回,東京大学の指導教官の安楽
教授と一緒に復旦大学の生物学科 (私の出身学科)

を訪問し,研究室をまわって,実験学科に従事し

ている多数の先生や学生の方々といろいろ話をし

ました。“研究テーマは何ですか ?",“今何に一

番興味がありますか ?",“研究の目標は何です

か ?"な ど,東大で勉強している時でもよく聞か

れる質問ですが,復旦大学でこのような議論をし

ていると,何 となく自分自身を反省させるような

ものを感じました。もし私が復旦大学でずっと勉

強を続けていましたら,彼 らと同じように答えた

でしょうか ?

ている現実に引き戻されてしまいます。これらの

問題の解決には,国の政策にも関わる高次のレベ

ルでの改革,改善を必要とします。しかし留学生

の身になって考えることは,私たちが努力をすれ

ばできることであり,外国人留学生にとって心強
いサポートになると思います。

私は今,理学部で,細胞増殖の制御といった,

基礎的な生物学の問題を研究しています。しかし,

私が復旦大学で会った多くの研究者は, もっと応

用的な科学,あ るいは技術的なことを追求してい

ます。科学,そ して文化にとっては,両方ともが

必要なことは言うまでもないのですが,ひ とりの

研究者,あ るいは留学生としては,その両方を行

うのは大変難しいことだと思います。

九年前,日本に留学に来る前,父から“学而不

厭,楽以忘憂"と いう孔子の言葉の彫ってある蔵

書印をいただきました。日本に来てから,その言

葉を座右の銘として勉強を励んで来ました。学問

や専門以外に,日本の言葉,文化,歴史,風習な

どを学び,日本の美しい自然にも親しんできまし

た。確かに勉強は楽しいです。しかし, もうすぐ

博士課程を卒業する今の私には勉強だけでは何と

なく物足りないような気がします。これから,学
んだことを如何に生かして奉仕するのかを考えな

ければならないでしょう。
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孫  才 虹 (理学部 。生物学科 。植物)
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三年半前に,当時修士一年だつた私が日本の会

社に応募することを決心して,修士コースを中退

する申し込‐み書を指導教官に提出した時,“君と

また勉強したくなると思うよ"と 先生がサインし

てくれた。さすが自分の先生ですが,私はやはり
三年後彼の予言どおりの道を選んだ。しかし、三

年以上捨ていた学業をあらためてやり直すことは

そう簡単ではないのである。私は中国とまったく

違う大学院生活の困難を克服して,勉強していか

なければならないのである。

中国の大学院は修士,博士とも三年で,優秀な

学生はいくら短 くしてもかまわないのだが,多 く

の学生は初めから三年計画で,Mlを碁,マージャ
ン,映画など余裕ですごすのだ。これと反対に,
日本は修士コースは二年しかないので,入った時
から,あ る程度二年後の修論を意識しなければな

らない。

私は当時中国科学院に所属する学生で,最初の

鉦  鳳 林 (地震研究所 修± 1年 )

年の基礎教育を他の研究機関で受けていた。数学,

専攻科目,英語;体育など,しかも授業はきちん

とした教科書あるいはノートで行われた。まるで

大学の続きである。これに対して、日本は始めか

ら,実際的な研究に力を入れている。授業にして

も,最新の研究を紹介してもらえる。基礎のあま

りしつかりしていない私には,なかなか追いつけ

ない。

以前英国でドクターをとった教授が自分の留学

経験を水泳を学ぶことにたとえていた。先生が水

泳を習おうとする弟子を川にほうりこんだ。およ

げない学生は岸まで必死に泳ぎ始めた。やっと命

からがら岸に着いた学生の前に“おめでとう"と

先生が現れた。中国ではやらせることがあるから

先生が学生を受け入れるのに対し,日本では,学

生のほうがやりたいことがあるので先生を選ぶの

である。
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